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いちご「越後姫」のかけ流し式養液管理における少量多回数給液の効果 

［要約］いちご「越後姫」のかけ流し式養液管理において、培養液を複数回に分割して供給する

少量多回数給液とすることで、肥料成分の吸収が増加し収量が向上する。また、施設外へ排出

される肥料成分が減少し、環境負荷の低減が図られる。 
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［背景・ねらい］ 

県内のいちご「越後姫」は余剰の培養液を施設外へ排出する、かけ流し式養液管理が主流で

ある。排液には吸収されなかった肥料成分が多く含まれることから、経済的ロスと環境負荷が大き

いと考えられる。一方、いちご「越後姫」の栽培管理マニュアルでは、概ね１日当たり１回の培養液

供給を慣行としてきた。そこで、少量多回数給液により肥料成分の有効利用を促すことで、増収効

果及び環境負荷の低減等を図る。  

［内容］ 

１ 少量多回数給液の1日当たりの総培養液供給量は慣行と同量とするが、培養液を複数回に分

割して供給する。総培養液供給量は、1 週間の排液率が 30％になるように設定する。 

２ 収量が慣行に比べ 5～10％増加する（図１）。 

３ 植物体の硝酸態窒素の吸収率が向上するため、排液の電気伝導度（以後、EC とする）が低下

する（図２）。 

４ 慣行の全量 1 回供給との間に、地上部の生長における差は認められなかった（図３）。 

［導入効果］ 

収量向上及び環境負荷低減に寄与する。 

［導入対象］ 

高設栽培いちご生産者 

［留意点］ 

１ 試験は、籾殻くん炭・ピートモス等量混合培地を用いた二重ハンモック式高設栽培装置で行っ

た。 

２ 培養液は、Ｏ社１液式養液栽培用肥料標準液を 300 倍に希釈し、EC0.8～1.0 dS/m を施用し

た。1 日当たりの総培養液供給量は、定植以降は約 180～250mL/株・日とし、３月中旬以降は

約 250～470mL/株・日とした。6:00～18:00 の間に２～３時間毎に５回に分けて給液した。３月中

旬以降は給液が不足しないように排液モニタリングに注意を払う。 

３ １回当たりの給液時間が短くなるため、短時間に対応した養液タイマー及び均一に給液が可

能な潅水用資材が必要である。 

４ 籾殻培地等、保水性の低い培地を用いる場合は、培地全体に培養液が浸透しないため適用

しない。 

 

 



［具体的データ］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 
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図１ 少量多回数給液が収量に及ぼす影響 

注 データは平均値±標準誤差（n=3）を示す。 

図３ 給液方法が草丈、葉長及び葉色に及ぼす影響 

図２ 給液方法が排液 EC に及ぼす影響 


